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夜を彩る「舞の花」
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◉極楽坂スキー場（臨時駐車場）と千垣駅から無料シャ
トルバスを運行します。自家用車で来場される場合は極
楽坂スキー場の臨時駐車場をご利用ください。
◉会場では、ごっつぉ祭りも開催され芦峅寺の郷土料理

「つぼ煮」「やきつけ」
などを販売します。
■問い合わせ先
布橋灌頂会実行委員
会 事 務 局（ 役 場 2 階 
立山町観光協会内）
☎ 462-9971

▶会場マップ

～癒やしの伝統文化に触れる～

「布
ぬ の ば し

橋灌
か ん

頂
じょ う

会
え

」開催

開催日時　9月24日㈯　10時～13時
　　　　　※小雨決行
開催場所　芦峅寺地内、立山博物館

　布橋灌頂会は、江戸時代に霊峰立山への登拝が許
されなかった女性が、白装束姿で白い布が敷かれた
橋を渡り極楽往生を願う儀式です。現代の癒やしの
行事として、平成 8 年の国民文化祭で復活し、平成
17年、18年、21 年にも開催されました。
　復活した布橋灌頂会では、白装束の女人衆が閻

え ん ま

魔
堂での儀式後、目隠しをした姿で声

しょうみょう

明に導かれ、こ
の世とあの世との境界とされる朱塗りの布橋を渡
り、うば堂に入ります。うば堂にあたる遙

よ う ぼ う

望館で
は、女人衆が暗闇で目隠しを解くと室内の覆いが上
がり、立山につながる別世界を目前に実感します。
　立山信仰の里、芦峅寺ならではの美しい癒しの行
事をぜひご覧ください。

橋のむこうに新しい私がいます ･･･。
　日本三霊山の一つ霊峰立山。その山麓に、かつて全
国から女人が参集しました。白装束で朱塗りの橋を渡
る伝統の行事が、現代を見つめる「癒やし」の行事と
してよみがえります。

橋渡り体験 参加者募集
　当日は、一般見学者の方も男女
問わず、橋渡りを体験できます。
雅楽の演奏が流れる中、声

しょうみょう

明の先
導、白装束の女人衆に続き、普段
着のまま目隠しをして白布を敷い
た布橋を渡ります。参加者には、特製「額入り御札」
を記念品としてお渡しします。
■時間　正午～12 時半頃（予定）
■受付時間　10時～11 時半
■受付場所　布橋付近（明念坂下のテント）
■参加費　一人 2,000 円

「光の大輪」
第5回たてやまドンドン祭りin吉峰
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立
山
舟
橋
商
工
会
が
主
催
す
る
夏
の
恒
例
行
事
「
第
56
回
立
山
ま
つ
り
」
と
「
第
5
回
た

て
や
ま
ド
ン
ド
ン
祭
り
ｉ
ｎ
吉
峰
」
が
開
催
さ
れ
夏
の
夜
を
よ
さ
こ
い
演
舞
や
花
火
で
彩
り

ま
し
た
。
大
勢
の
家
族
連
れ
や
カ
ッ
プ
ル
が
訪
れ
、
会
場
は
大
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。

「舞の花」
第 56 回立山まつり

　

7
月
30
日
、
町
民
会
館
前
で
開
催

さ
れ
た
「
第
56
回
立
山
ま
つ
り
」。

た
て
や
ま
お
ど
り
コ
ン
ク
ー
ル
に
は

10
チ
ー
ム
60
人
が
参
加
し
、
浴
衣
や

法
被
な
ど
に
身
を
包
ん
だ
踊
り
手
が

川
崎
踊
り
を
現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ
し

た
立
山
お
ど
り
で
会
場
を
沸
か
せ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
よ
さ
こ
い
演
舞
に
は
県
内

か
ら
10
チ
ー
ム
、
約
２
４
０
人
が
参

加
。
華
や
か
で
迫
力
の
あ
る
舞
い
で

夏
の
夜
を
彩
り
ま
し
た
。
祭
り
を
締

め
く
く
る
最
後
の
催
し
、
た
て
や
ま

芸
能
百
選
で
は
7
組
が
参
加
し
、ヒ
ッ

プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
や
手
話
コ
ー
ラ
ス
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
の
様
々
な
演
目
を

特
設
舞
台
で
披
露
し
ま
し
た
。

　

8
月
21
日
、
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
吉

峰
で
「
第
5
回
た
て
や
ま
ド
ン
ド
ン

祭
り
ｉ
ｎ
吉
峰
」
が
開
催
さ
れ
、
約

５
，
０
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

ド
ン
ド
ン
祭
り
の
主
役
は
約
１
，

０
０
０
発
の
打
ち
上
げ
花
火
。
音
楽

に
合
せ
た
ス
タ
ー
マ
イ
ン
な
ど
の

次
々
と
夜
空
を
彩
る
光
の
大
輪
に
来

場
者
は
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

花
火
の
前
に
は
富
山
サ
ン
ダ
ー

バ
ー
ズ
「
チ
ア
テ
ィ
ー
ズ
」
な
ど
の

ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
会
場
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
は

「
が
ん
ば
ろ
う
ぜ
日
本　

立
山
町
か

ら
元
気
を
！
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
。

東
日
本
大
震
災
の
義
援
金
箱
を
設
置

し
、
来
場
者
に
募
金
を
呼
び
掛
け
て

い
ま
し
た
。
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1 息の合ったよさこい演舞 2 むつ
み幼稚園の年長児 39 人がビートル
ズメドレーを演奏しました 3 軽快な
立山おどりを披露する参加者 4「立
山まつり賞」を受賞したグリーンパ
ワーズの皆さん 5 たてやま芸能百
選の様子。子どもからお年寄りまで
の幅広い年代の方が参加しました

5

12 美しく迫力のある打ち
上げ花火 34 チアリーディ
ングや演奏で会場を盛り上げ
るステージショー 5 たくさ
んの食べ物や飲み物が販売さ
れ、大勢の人たちでにぎわっ
たグルメブース

夜
を
彩
る

百ひ
ゃ
っ
か
り
ょ
う
ら
ん

花
繚
乱

3

4

5

寺田

立山I.C

岩峅寺

北陸自動車道

常
願
寺
川

●立山博物館

立山駅千垣駅

至富山 至滑川

五百石

役場

地
鉄
立
山
線

地鉄本線

会場

立山大橋

極楽坂スキー場P
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町民文化祭
出品・出演を
募集します

申込期限　【音楽／ 9 月 30 日㈮】【その他部門／ 10 月 14 日㈮】
搬入日時　11 月 4 日㈮
　【菊花／ 9 時半～ 20 時】【写真／ 13 時～14 時】【絵画／ 13 時～15 時】
　【華道／ 13 時～ 21 時】【書道／ 14 時～17 時】【その他部門／ 13 時～17 時】
搬出日時　11 月 6 日㈰
　【盆栽／ 15 時～17 時】【菊花／ 15 時半～17 時】【その他部門／ 16 時～17 時】
申し込み・問い合わせ先　役場教育課文化体育係☎ 462-9983

絵　画
内容は自由、作品は額入・額
軸装、対象は一般・高校生
部門責任者　山田 史子
連絡先　☎ 462-3928

陶　芸
彫刻・陶芸・工芸
部門責任者　中西 嘉久
連絡先　☎ 463-2694

茶　道
薄茶席
部門責任者　和田 道子
連絡先　☎ 463-3147

花形自由（縦・横 90cm以内）
部門責任者　塚田 由喜江　
連絡先　☎ 463-3382

華　道

ひきたて、いれたてコーヒー
の試飲、飲み比べ

体験コーナー

児童・生徒作品
図画・習字・立体作品
各小・中学校選定

写　真
白黒・カラー、四切～全紙で
パネルか額入
部門責任者　堀 吉郎
連絡先　☎ 463-4556

盆　栽
自作による盆栽（個人作品歓
迎）

菊　花
苗から開花まで一切自作によ
るもの
部門責任者　堀 忠義
連絡先　☎ 462-3188

アートフラワー
アートフラワー、はた織り
部門責任者　吉本 澄子　
連絡先　☎ 463-0332

書　道
内容は自由、対象は一般、高
校生・大学生を含む学生
部門責任者　吉秋 純治
連絡先　☎ 463-2987

短　歌
短冊・色紙額入、画仙紙は仮
巻き付き
部門責任者　佐伯 郁子
連絡先　☎ 483-3529

俳　句
短冊・色紙額入、画仙紙は仮
巻き付き
部門責任者　白井 重之
連絡先　☎ 462-3625

町民カレッジ
絵心で楽しい暮らし方、暮ら
しの中の篆

て ん こ く

刻、四季の和紙ち
ぎり絵、趣味の園芸、初めて
の着付け＆マナー他

開催日時　11 月 5 日㈯　9 時～17 時
　　　　　11 月 6 日㈰　9 時～16 時

（茶道は 6 日のみ、喫茶・体験コーナーは5 日のみ）

中央体育センター

手　芸
自作による手芸（アート水引・
押絵・押花・パッチワーク他）
部門責任者　堀田 惠美子

囲　碁
開催日時
11 月 6 日㈰　9 時～
町民囲碁大会（自由参加）
部門責任者　中田 進
連絡先　☎ 463-0587

開催日時
11 月 3 日㈷　10 時～
第 22 回記念立山町吟道大会
部門責任者　髙堂 敏春
連絡先　☎ 463-2177

詩　吟

五百石公民館
音　楽

開催日時　
11 月 3 日㈷　9 時～

「みんなで作るみんなの音楽会」
独唱・合唱・独奏・合奏
部門責任者　宝田 篤志
連絡先　☎ 462-1038

開催日時　
11月3日㈷　14 時～
秋の民謡まつり
部門責任者　澤田 正敏
連絡先　☎ 463-0099

民　謡

町民会館 大ホール

Topics

「富山市救急医療センター」（富山市丸の内）が、１０月１日より、
新しく「富山市・医師会急患センター」に

　　　　　　　　　名称を変え、富山市民病院第１駐車場南端に移転します。

　診療科目及び診療日、診療時間のうち、内科・

小児科・外科の診療日、診療時間は今までどおり

と変わりませんが、新たに眼科・耳鼻科・皮膚科

が追加されます。詳細は来月配布予定の「富山市・

医師会急患センターからのお知らせ」をご覧くだ

さい。

新所在地　富山市今泉北部町 2 番地 76（右図）

診療時間

▶夜間　毎日　19 時～翌日午前 2 時

　　　　（休日等は 18 時半～翌日午前 2 時）

▶昼間　休日等　9 時～17 時半

※休日等とは、日曜、祝日、年末年始（12 月

31 日～ 1 月 3 日）、お盆（8 月 15 日、16 日）。

問富山市・医師会急患センター☎ 425-9999

※ 9 月 30 日までは富山市救急医療センターへつながります。

　医師不足や救急病院、救急車の安易な利用（いわゆる「救急医療のコンビニ化」）が社会問題に

なっており、このままでは住民の皆様に適切な救急医療を提供することができなくなります。救急

医療を守るために、住民一人ひとりの心がけと協力が必要です。

みんなで地域の救急医療を守りましょう

・日頃からかかりつけ医を持ちましょう。

・できるだけ医療機関の通常診療時間内に受診しましょう。

・夜間、休日等の受診は適正な受診を心がけましょう。

・救急車の安易な利用は避けましょう。

●医療機関を受診する際のお願い

■救急病院・診療所など、夜間・休日に受診できる医療機関の確認は

とやま医療情報ガイド http://www.qq.pref.toyama.jp/

　夜間・休日受診可能な医療機関を検索できます。

■子どもの急な病気に困ったら

・小児救急電話相談（19 時～翌朝 9 時）　☎ #8000 または☎ 444-1099

※夜間、急な病気（発熱、下痢、嘔吐、ひきつけなど）に困ったら、小児救急電話相談「♯ 8000」

番へダイヤルしてください。

・こどもの救急　社団法人日本小児科学会 http://kodomo-qq.jp

こ
の
夏
、
北
信
越
・
全
国
大
会
出
場
を

決
め
た
町
民
の
皆
さ
ん
を
紹
介

町
の
補
助
を
受
け
た
選
手
（
8
月
19
日
現
在
）
＝
敬
称
略
＝

■
第
32
回
北
信
越
中
学
校
総
合
競
技

大
会
（
雄
山
中
学
校
）
柔
道
／
石
原

瑠
衣
、細
川
信
子（
3
年
生
）、森
晴
彦
、

白
井
千
晶
（
2
年
生
）
剣
道
／
早
瀬

友
哉
（
3
年
生
）、
細
川
貴
博
、
中
川

健
吾
（
2
年
生
）、
木
倉
健
成
、
有
山

歩
、
高
堂
佑
馬
、
加
藤
一
晟
（
1
年

生
）
陸
上
／
桜
井
智
弘
、
松
下
可
寿

子
、
森
川
梨
奈
、
深
川
亜
紀
（
3
年

生
）、
志
鷹
遼
太
郎
、
宝
田
彩
香
、
髙

塚
菜
生
、
杉
澤
美
帆
、
渡
辺
弥
沙
樹
、

酒
井
希
藍
（
2
年
生
）
水
泳
／
水
内

晴
彦
（
3
年
生
）、
中
川
達
也
、
荒
井

ひ
な
（
2
年
生
）
※
石
原
さ
ん
、
細

川
さ
ん
、
白
井
さ
ん
【
柔
道
】、
早
瀬

く
ん
【
剣
道
】、
杉
澤
さ
ん
【
陸
上
】

は
全
国
中
学
校
大
会
に
出
場
。

■
第
59
回
全
日
本
都
道
府
県
対
抗
剣

道
優
勝
大
会
／
木
倉
隆
成
（
貫
田
）

■
第
15
回
Ｐ
Ｉ
Ａ
Ｒ
Ａ
ピ
ア
ノ
コ
ン

ク
ー
ル
／
古
澤
拡
己
（
寺
田
）
■
第

46
回
全
日
本
剣
道
練
成
大
会
／
早
瀬

友
哉
（
米
沢
）、加
藤
一
晟
（
米
沢
）、

木
倉
健
成
（
貫
田
）、
有
山
歩
（
蔵

本
新
）、
高
堂
佑
馬
（
前
沢
新
町
）、

髙
井
佑
基（
西
芦
原
）、多
田
圭
護（
蔵

本
新
）
木
倉
康
成
（
貫
田
）、
大
野

劍
（
野
口
）
■
第
16
回
全
国
ジ
ュ
ニ

ア
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
／
酒
井
智
翔

（
道
源
寺
）、
廣
瀬
愛
理
（
末
三
賀
）、

長
屋
早
紀
（
寺
坪
）、山
田
真
瑚
（
中

山
）、
浅
倉
永
和
（
道
源
寺
）、
石
田

龍
二
（
中
山
）、浅
倉
光
羽
（
道
源
寺
）

山
田
璃
奈
（
中
山
）
■
全
日
本
卓
球

選
手
権
大
会
／
天
堤
匠
（
利
田
）、

上
田
果
奈
（
浅
生
）
■
第
12
回
全
国
小

学
生
Ａ
Ｂ
Ｃ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
／
石

森
ま
ゆ
（
大
清
水
）
■
全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
／
藤
城
奨
平
（
向
新

庄
）、長
原
昌
範
（
榎
）、木
倉
隆
成
（
貫

田
）、
園
川
勲
哉
（
若
林
）、
原
田
修
太

朗
（
前
沢
）、
細
川
真
暉
（
福
田
）、
新

田
政
和
（
日
俣
）、藤
木
良
壮
（
前
沢
）、

泉
野
幸
一
郎（
野
沢
）、倉
田
早
希
子（
若

林
）、水
内
雄
大（
利
田
）、細
川
健
吾（
横

沢
）、
鶴
山
達
也
（
道
源
寺
）
■
第
32

回
全
日
本
ク
ラ
ブ
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会
／
池
井
美
喜
（
末
三
賀
）、

林
真
紀
（
沢
端
）、嶋
﨑
美
佳
（
米
沢
）、

岡
本
遵
子
（
末
谷
口
）
■
全
国
ジ
ュ
ニ

ア
大
会
／
園
川
勲
哉
（
若
林
）、
原
田

修
太
朗（
前
沢
）■
第
39
回
全
日
本
ジ
ュ

ニ
ア
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技
選
手
権
大
会

／
杉
本
愛
真
（
金
剛
新
）
■
第
19
回
ヤ

ン
グ
リ
ー
グ
選
手
権
大
会
／
富
岡
拓
朗

（
大
島
）、
高
田
塁
（
泊
新
）
■
第
11
回

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
／
勝
山
悦

雄
（
竹
林
）、
中
野
龍
斗
（
寺
田
こ
と

ぶ
き
町
）
■
第
26
回
全
国
選
抜
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
／
宮
﨑
ミ
サ
オ
（
日
中
上

野
）、
石
田
シ
ゲ
ノ
（
福
田
）、
山
本
省

江
（
福
田
）、
西
田
彌
生
（
上
中
）、
谷

内
マ
サ
ヱ
（
白
岩
）、白
石
光
子
（
白
岩
）

■
第
27
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流

大
会
／
馬
場
梨
緒
菜
（
大
窪
）
■
第
54

回
小
学
生
・
中
学
生
全
国
空
手
道
選
手

権
大
会
／
中
村
大
星
（
前
沢
）、
中
村

由
芽
（
前
沢
）
■
第
25
回
全
国
男
子
中

学
生
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権

大
会
／
谷
川
純
太
朗
（
大
清
水
）
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ピックアップ
ニュース

Pick Up News

ー
立
山
図
書
館
、
夏
休
み
ワ
ク
ワ
ク
教
室

新
し
い
立
山
図
書
館
を
紹
介

　

こ
れ
は
、
立
山
図
書
館
が
来
年
3
月

に
（
仮
称
）
立
山
町
元
気
創
造
館
内
に

開
館
す
る
新
し
い
図
書
館
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
お
う
と
開
催
し
た
も
の
で

す
。
参
加
者
は
（
仮
称
）
立
山
町
元
気

創
造
館
の
１
０
０
分
の
1
の
模
型
を
見

な
が
ら
、
施
設
内
の
図
書
館
の
位
置
や

広
さ
な
ど
の
説
明
を
聞
き
、
そ
の
後
、

工
事
現
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
曽
根
愛ま

な
み海
さ
ん
（
利
田
小

学
校
5
年
）
は
「
広
く
て
新
し
い
図
書

館
の
完
成
が
楽
し
み
で
す
。
早
く
利
用

し
た
い
で
す
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
（
仮
称
）
立
山
町
元
気
創
造
館
見
学

ツ
ア
ー
が
7
月
24
日
に
行
わ
れ
、
町
内

の
小
学
生
約
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。工事現場で説明を聞く参加者

　

こ
の
防
犯
教
室
は
毎
年
行
わ
れ
、
不

審
者
か
ら
の
声
掛
け
の
対
処
法
を
県
防

犯
協
会
の「
子
ど
も
安
全
サ
ポ
ー
タ
ー
」

が
ス
ラ
イ
ド
や
ビ
デ
オ
で
分
か
り
や
す

く
説
明
し
た
ほ
か
、
児
童
た
ち
が
不
審

者
に
腕
を
捉
ま
れ
た
と
き
、
ど
の
よ
う

に
振
り
ほ
ど
く
か
な
ど
を
実
演
し
ま
し

た
。

　

盛
田
晋
也
く
ん
（
6
年
生
）
は
「
一

人
で
行
動
せ
ず
、
声
掛
け
に
遭
わ
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
わ
か
り

ま
し
た
」
と
勉
強
に
な
っ
た
様
子
で
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

利
田
小
学
校
で
防
犯
教
室
が
行
わ

れ
、
利
田
小
学
校
の
全
児
童
約
３
４
０

人
が
防
犯
に
つ
い
て
の
知
識
と
技
能
を

学
び
ま
し
た
。

ー
利
田
小
学
校
防
犯
教
室

自
分
を
守
る
知
識
と
技
能
を
学
ぶ

後ろから捕まえられたときの対
処法を実演する児童たち

ー
平
成
23
年
度
環
境
巡
視
員
等
研
修
会

全
国
一
き
れ
い
な
富
山
県
を
目
指
し
て

し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
町
不
法
投
棄
監
視
連
絡

員
の
杉
原
一
夫
さ
ん
（
前
沢
）
が
不
法

投
棄
の
実
態
と
活
動
を
す
る
上
で
の
留

意
点
に
つ
い
て
、
町
環
境
巡
視
員
統
括

者
の
進
藤
鍈
二
さ
ん
（
寺
田
）
が
巡
視

活
動
か
ら
見
え
て
き
た
問
題
点
と
そ
の

対
応
に
つ
い
て
自
身
の
経
験
を
交
え
て

講
演
し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
不
法
投
棄
さ
れ
た
回
収
物

の
最
終
処
理
場
で
あ
る
町
環
境
セ
ン

タ
ー
の
見
学
や
意
見
交
換
会
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

8
月
3
日
、
富
山
県
環
境
保
健
衛
生

連
合
会
が
主
催
す
る
環
境
巡
視
員
等
研

修
会
が
グ
リ
ン
パ
ル
よ
し
み
ね
で
開
催

さ
れ
、
県

東
部
の
各

市
町
村
で

郷
土
の
環

境
美
化
、

保
全
活
動

を
す
る
環

境
巡
視
員

な
ど
約
80

人
が
出
席

町環境センターを見学する参加者

ー
愛
知
県
犬
山
市
と
の
姉
妹
都
市
交
流

姉
妹
都
市
交
流
で
夏
の
思
い
出
を
作
る

称名滝の前で記念撮影する参加者

　

7
月
24
日
か
ら
26
日
の
3
日
間
、
小

学
校
5
、
6
年
生
を
対
象
に
姉
妹
都
市

の
愛
知
県
犬
山
市
の
小
学
生
10
人
と
町

内
の
小
学
生
7
人
が
称
名
滝
、
ア
ル
ペ

ン
ル
ー
ト
観
光
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど

で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

犬
山
市
か
ら
訪
れ
た
小
学
生
は
町
内

の
4
家
族
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
宅
に

宿
泊
し
ま
し
た
。

　

吉
田
有ゆ

う
ま馬
く
ん
（
犬
山
市
城
東
小
学

校
）
は
「
普
段
体
験
で
き
な
い
事
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
」
と
充
実
し
た
様

子
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

立山絵手紙の会の石原孝
も と こ

子さん（左）と
清水由美子さん（中央）、山本哲雄さん（右）

ー
町
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
涼
し
げ
な
う
ち
わ
20
枚

立
山
絵
手
紙
の
会
が
手
作
り
う
ち
わ
を
贈
る

ど
の
顔が

ん
さ
い彩
で
描
か
れ
た
う
ち
わ
20
枚
を

贈
り
ま
し
た
。
絵
手
紙
に
使
わ
れ
る
顔

彩
は
日
本
古
来
の
色
彩
道
具
で
趣
の
あ

る
色
調
が
特
徴
で
す
。

　

立
山
絵
手
紙
の
会
の
山
本
哲
雄
さ
ん

（
五
百
石
）
は
「
保
健
セ
ン
タ
ー
で
特

定
保
健
指
導
を
受
け
、
自
分
の
体
調
が

改
善
さ
れ
ま
し
た
。
親
切
に
指
導
し
て

い
た
だ
い
た
保
健
セ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん

へ
の
感
謝
と
町
民
の
皆
さ
ん
が
快
適
に

保
健
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
う
ち
わ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
し
た
」
と
笑
顔
で
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

7
月
12
日
、
立
山
絵
手
紙
の
会
が
町

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
、
ス
イ
カ
や
風
鈴
な

　

町
戦
没
者
追
悼
平
和
祈
念
式
が
8

月
4
日
、
町
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
、
参
列
し
た
１
6
０
人
の
遺
族

や
関
係
者
が
戦
没
者
の
霊
を
慰
め
ま

し
た
。

　

日
清
戦
争
か
ら
第
2
次
世
界
大
戦

ま
で
の
立
山
町
出
身
戦
没
者
７
７
８

柱
の
御
霊
に
対
し
て
黙
祷
を
さ
さ
げ

た
後
、舟
橋
町
長
が「
戦
没
者
の
方
々

は
祖
国
の
繁
栄
と
家
族
の
幸
せ
を
願

い
、
尊
い
命
を
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
方
々
の
犠
牲
の
上
に
今
日
の
平

和
が
築
か
れ
て
い
ま
す
」
と
式
辞
を

述
べ
、
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

　

今
年
か
ら
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

伝
え
る
取
り
組
み
と
し
て
、
釜
ヶ
渕

小
学
校
の
3
年
生
か
ら
6
年
生
が
出

席
。
詩
の
朗
読
や
劇
、
合
唱
な
ど
で

平
和
へ
の
強
い
思
い
を
伝
え
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
参
列
者
が
ス
テ
ー
ジ

に
設
け
ら
れ
た
祭
壇
に
献
花
し
、
戦

没
者
の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

　

町
遺
族
会
会
長
の
松
原
彰
悦
さ

ん
（
女
川
新
）
は
「
戦
争
の
悲
惨

さ
と
多
く
の
人
々
が
犠
牲
に
な
っ

た
こ
と
を
次
の
世
代
に
語
り
継
ぎ
、

人
の
命
の
尊
さ
を
訴
え
る
こ
と
が

私
た
ち
の
重
要
な
使
命
で
す
」
と

追
悼
の
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

ー
町
戦
没
者
追
悼
平
和
祈
念
式

恒
久
の
平
和
、
誓
い
を
新
た
に

1 第 2 次世界大戦の悲惨さを描く物語「ち
いちゃんのかげおくり」の劇を披露する
釜ヶ渕小学校の児童たち 2 戦没者の霊前
にたくさんの花が供えられました

1

2

●還付金詐欺にご注意ください

　最近、富山県内で、市町村職員や社会保険

事務局職員などと名乗る者による振り込め詐

欺 ( 還付金詐欺 ) 事件が多発しています。

　立山町では、

■フリーダイヤル（0120 で始まる番号）や携

帯電話への連絡を求めることはありません。

■医療費などの還付金受け取りのために、

現金自動預け払い機 (ATM) の操作を求め

ることはありません。

　還付金の支払いに ATM などへの誘導を指

示する不審な電話等があった場合は、一度電

話を切り、下記までご連絡ください。

【連絡先】住民環境課環境地域安全係
☎462-9963
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手作りマスコットで無事故願う
夏の交通安全県民運動

　ドライバーに冷えたおしぼりや交通安全マスコ
ットを配り交通安全を呼び掛ける「すっきり さわ
やか おしぼり作戦」が 7 月 21 日、前沢中央公園
前で、前沢 7 区の 2 の女性でつくる「むつみ会」
や町交通安全協会、交通指導員など約 20 人が参
加しました。
　交通安全マスコットは交通安全の願いを込めて
平成 7 年から毎年「むつみ会」が手作りしている
もので、今年はキンギョの形をしたマスコットが
配られました。
　「むつみ会」代表の堀田恵美子さんは「皆さんの
無事故を願って、これからも交通安全マスコット
を作り続けたいです」と話されました。

1 交通安全を呼び
掛ける「むつみ会」
の会員
2 キンギョの形を
した手作りの交通安
全マスコット。カエ
ルやカニなど、毎年
形は様々です

　8 月 1 日、富山県専修学校各種学校連合会が主
催する夏休み職業体験講座「はたおり教室」が雄山
家政専修学校で行われ、町内外の小学生 4 人が受
講しました。
　講師は吉本澄子雄山家政専修学校長が務め、受講
者は着なくなった T シャツや、使わなくなったシー
ツなどの生地を持参し、幅約 1 ㎝に切って緯

よこいと

糸とし
て使い、約 3 時間をかけて幅 60 ㎝、長さ 70 ㎝の
ランチョンマットや足ふきマットを完成させました。
　山本帆乃果さん（利田小学校 4 年）は「初めて
機
は た お

織りを体験しました。難しかったけれど上手に織
れたのでよかったです。足ふきマットを作りました
が、汚れるのがもったいないので別の方法で使いた
いです」と嬉しそうに話してくれました。

夏休み職業体験講座「はたおり教室」

吉本校長の指導を受けながら上手に編み上げる受講者

はたおりの難しさと楽しさを実感

1 舟橋町長から祝
い状を受け取る三鍋
さん 2 大きな声で
童謡を披露しました

三鍋たまえさん誕生日おめでとう！
ふなはし荘、100 歳の祝い

　三鍋たまえさん（寺田）が 7 月 28 日に満 100
歳を迎え、入所先の特別養護老人ホームふなはし荘

（舟橋村）でお祝い会が開催され、舟橋町長から祝
い状と記念品が贈られました。
　三鍋さんは明治 44 年に 5 人兄弟の 4 女として
入善町で生まれ、約 20 年間にわたり小学校の教職
員として多くの子どもたちを指導しました。結婚後
は長女の祥子さんを育て上げ、孫 2 人、ひ孫 4 人
に恵まれました。
　三鍋さんの趣味は童謡を歌うことで、得意な曲は
歌詞を見なくても大きな声で歌えます。
　三鍋祥子さんは「母の長生きの秘けつは体をいた

わり無理をしなかったことだと思います。これからも元
気で過ごして欲しいです」と話されました。

1

2

こくほ
たてやま

お問い合わせ
　立山町健康福祉課
　医療保険係
　☎ 462-9956

平成 23 年 9 月号

■新しい国民健康保険被保険者証の
　　　　　　　　　　　　有効期限は　平成 24 年 9 月 30 日　までです。

※平成 24 年 9 月 30 日までに 75 歳に到達する方は、国民健康保険の被保険者資格を喪失して「後

期高齢者医療制度」に加入することになるため、75 歳の誕生日の前日が有効期限になります。

※平成 23 年 10 月 2 日から平成 24 年 9 月 1 日までの間に 65 歳になる退職被保険者（本人お

よび被扶養者）の被保険者証の有効期限は、65 歳到達月の末日です（誕生日が月初め（1 日）の

方の有効期限は誕生月の前月末まで）。なお、誕生日を迎える月の翌月から使用できる被保険者証

は後日交付されます。

※新しい国民健康保険被保険者証の色は薄い緑色です。

■国民健康保険被保険者証の裏面には、「臓器提供意思表示欄」が設けられています

ただし、裏面の「臓器提供意思表示欄」への記入は任意であり、記入を義務づけるものではあ

りません。

■国民健康保険被保険者証は、世帯主宛にお送りします

世帯主が国民健康保険に加入していなくても、保険証の交付や保険税の納税通知などは世帯主

に対して行なうことになっています。

　新しい保険証がお手元に届きましたら、必ず記載内容をご確認ください。

10 月 1 日から、更新された
　国民健康保険被保険者証をお使いください！

　昨年の更新時から、保険証はひとりに
1 枚（カード）交付しています。
　新しい保険証は 9 月下旬に左の「簡
易書留」の封筒で郵送します（「簡易書留」
とは押印またはサインで、郵便物をお渡
しするものです。配達時にご不在の場合
は、「不在連絡票」をご確認ください）。
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こくほたてやま　9 月号

■次の場合は国民健康保険から脱退する届出が必要です

❶転出するとき❷勤務先の健康保険に加入したとき❸亡くなられたとき❹生活保護を受けることに

なったとき

■脱退の届出が遅れると・・・

　・勤務先の健康保険に加入した場合、町の国民健康

　保険税と二重に徴収されることになります。

　・国民健康保険被保険者証を返却せずに、誤って

　保険証を提示して医療を受けてしまうと、国民健

　康保険で負担した医療費を後で返していただくこ

　とになります。

※勤務先で、国民健康保険からの脱退手続きはできま

せん。役場窓口で、加入者自身が手続きをしてください。

手続き窓口：住民環境課住民係（役場 1 階 4 番窓口）☎ 462-9962

届出に必要なもの：国民健康保険被保険者証と職場の保険証（職場の保険証が未交付の場合は、

　　　　　　　　　加入されたことを証明する書類）、印鑑

●国民健康保険脱退の届出を忘れていませんか？

　非自発的理由（会社の倒産や解雇などの事業主の都合）で離職し、国民健康保険に加入された方

に対し、国民健康保険税が軽減されます。

■対象者は？

▶倒産や解雇などの理由により離職した方（雇用保険の特定受給資格者）

▶雇用契約が更新されない（雇い止め）などの理由により離職した方

▶雇用保険の特定理由離職者（雇用保険受給資格者証の離職理由コードにより）かつ、失業時に

65 歳未満の方

■軽減内容は？

　国民健康保険税算定の際、対象者本人の前年中の給与所得を「30 ／ 100」とみなして計算します。

■軽減期間は？

　離職した日の翌日から翌年度末までの期間の国民健康保険税が軽減されます（ただし、勤務先の

健康保険に加入するなどで国民健康保険を脱退した場合、終了となります）。

※軽減を受ける場合は申請が必要です。

手続き窓口：健康福祉課医療保険係（役場 1 階 8 番窓口）☎ 462-9956

申請に必要なもの：国民健康保険被保険者証、雇用保険受給資格者証（ハローワークで雇用保険

　　　　　　　　　の受給手続きの際に交付される書類）、印鑑　

●非自発的理由で失業された方は、
　　　　　　国民健康保険税の軽減措置があります

こくほたてやま　9 月号

40 ～ 74 歳の国民健康保険加入の皆さんに、5 月末に受診券をお送りしました。今年
度の特定健診は、9 月 30 日㈮までが実施期間 です。まだ受けていない方は、
ぜひ健康チェックのために受診してください。

受けましたか？特定健診

　自覚症状がないまま進む生活習慣病の芽を発見するには、やはり特定健診が効果的！

「興味がないから」「必要がないから」「面倒だから」とせっかくの健康チェックの機会を逃してし

まってはもったいないです。

　あなたの体のＳＯＳに気付き、健康を守ることができるのは、あなた自身です。

　メタボリックシンドロームの予防や解消は、早い段階であれば生活習慣を見直すことで、充分

可能です。進行すればするほど治りにくくなり、時間や費用がかかります。

　特定健診は、５００円の自己負担で受診できます。健康でいきいきとした毎日を送るために、年

に一度の健康チェックを始めてみませんか？まだ受けていない方は、ぜひ受診を！

●突然病気になるのではありません！
　　　　　　体の変化は少しずつ起きています

　特定健診は、生活習慣病のリスクを高めるメタボリックシンドロー

ムを早い段階で発見するための健診です。メタボリックシンドローム

は、自覚症状がないまま進行します。

■メタボリックシンドロームに気付かず、放っておくと・・・

　メタボリックシンドロームは、動脈硬化を進行させます。

　日本人の三大死因は、がん、心臓病、脳卒中です。そのうち心臓

病と脳卒中は動脈硬化が原因となる病気です。他にもメタボリック

シンドロームは糖尿病合併症（腎不全）などの重大な病気を引き起

こします！

ちょっと、待って！

去年受けたから、
今年はやめとくちゃ！

健診？そんなんいつでも
受けられるから、いいちゃ！

毎日、忙しいから、
そんな暇ないちゃ !

私は、やせているし、
健康だから受けなくても
大丈夫だちゃ！
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まちの身近な話題をレポート

1 約 500 個のお団子を
作りました 2 手作りの
白玉フルーツを美味しそ
うに食べる子どもたち
3 人形劇の様子。みん
な夢中で見ていました

カメラルポ

1 ボランティアの高校生と一
緒にまが玉作りをする子どもた
ち 2「まいぎり」式火起こし
器を使って火種作り。根気のい
る作業です

観劇とクッキング、親子で交流
新瀬戸地区と日中上野地区から約 100 人が参加

　「観劇とクッキング交流会」が 8 月 3 日、新瀬戸
公民館で行われ、新瀬戸地区と日中上野地区の保育
所と小学校の児童や保護者など約 100 人が参加し
ました。
　これは交流を目的として毎年開催されていて、交
流クッキングでは保育所と小学校の児童が協力し
て、白玉フルーツを作りました。
　子どもたちは 100 食分用意された器に、豆腐と
白玉粉を混ぜたお団子やパイナップル、メロン、ス
イカなどを手際よく取り分けました。この後、食育
に関するクイズやかるた、人形劇が行われ、人形劇

「ちびくろさんぼ」のトラ 4 匹がバターになる場面
では、子どもたちは手を叩いて大喜びの様子でした。
　新瀬戸保育所の高嶋将太郎くん（上末）は「小学
校のお兄さん、お姉さんとたくさんのお団子を作っ
たり、おもしろい劇を見ることができて楽しかった
です」と笑顔で話してくれました。

古代の文化に挑戦！
放課後児童クラブ、まが玉作りと火起こし体験

　8 月 2 日、立山北部放課後児童クラブと高野放課
後児童クラブの子どもたち 31 人が、町埋蔵文化財
センターでまが玉作りと火起こしに挑戦しました。
　まが玉作りでは、軟らかい滑

かっせき

石をサンドペーパー
で思い思いの形に削って首飾りを作り、火起こしで
は、「まいぎり」式火起こし器を使ってできた火種
を木くずで包み、そっと息を吹きかけていました。
火を起こすのは難しく、炎が燃え上がると大きな歓
声と拍手が起きました。
　参加した佐渡悠太くん（立山北部小学校 2 年生）
は「火起こしはとても難しかしくて、昔の人は火が
大切だったんだなと思いました。今年は失敗したけ
れど、来年こそ火起こしを成功させたいです」と話
してくれました。
　また、雄山高校家庭クラブの生徒 5 人が活動の
補助や引率など、ボランティアとして参加し、子ど
もたちとふれ合いました。　

　町埋蔵文化財センターでは無料で参加できる火起こし
体験の他に、組ひも作りや土器作りなど各種体験コー
ナーの受付をしています。詳しくは町埋蔵文化財セン
ター（☎ 463-1050）までお問い合わせください。

1

2

1

2

3

　特定健診の結果、メタボリックシンドローム（または、その予備軍）の危険性がある場合には、

特定保健指導の対象となります。

　特定保健指導は、生活習慣の改善のヒントを提供し、健康になるためのサポートをするプログラ

ムです。実行しやすい目標を立てます。

■摂取エネルギー＞消費エネルギー⇨肥満！？

　エネルギーの摂り過ぎから内臓脂肪がたまりすぎると、体にいろいろな症状が出やすくなります。

その原因になるのは、あなたの生活習慣です。

・偏った食習慣（食べ過ぎ、飲み過ぎ、油分の取り過ぎなど）

・運動不足（エネルギー消費が少ない）

■腹囲が 1cm 大きくなると、約 1kg の内臓脂肪がついたことになります

体重を 3 ～ 4kg 減らすだけでも、健診データに変化が見られるようになると

言われていますが、急激に減量すると、体への負担が大きくなってしまいます。

　1kg の脂肪（約 7,000kcal）を減らすために、1 日に 100kcal 程度のエネル

ギーを消費すること、または摂取エネルギーを減らすことができたら、約 70 日

で体重は 1kg 減量し、腹囲が約 1cm 減少する計算になります。

▶運動で 100kcal 程度を消費するための運動時間

●特定保健指導で、腹囲と体重の減少を目指します！

▶食事で 100kcal 程度減らすにはどうしたら？

・野菜サラダに、マヨネーズ（大さじ 1 杯強）の代わりにレモン汁をかける。　

・スポーツドリンク（500ml）１本の代わりに麦茶にする。

・500ml の缶ビール 1 本を 350ml の缶ビール１本にする。

・大盛りのごはんを普通盛りのごはんに代える。

・ドーナツ（1 個）を半分残す。などなど

■生活の中のちょっとしたことから、始められます！

　「やらなくっちゃ。」と気持ちの負担が大きくても長続きしません。あなたにあった方法で、無理

なく生活習慣の改善を進めていきましょう！

　今回、健診結果に特に異常がない場合でも、運動不足や食べすぎ、飲みすぎといった生活習慣が

続けば、来年の健診では、検査数値に気になる変化が現れるかもしれません。

　元気な体を保つために油断せず、生活習慣に注意しましょう。そして、特定健診は、毎年受診し

ましょう。

もし、受診券を紛失された場合は、再交付しますのでご連絡ください。

健康福祉課医療保険係（役場１階8番窓口）☎462-9956

●すでに受診された方、健診結果はいかがでしたか？

体重 60kg の場合 体重 70kg の場合 体重 80kg の場合
普通の速さで歩く 50 分 45 分 40 分

少し速く歩く 35 分 30 分 25 分
自転車に乗る 35 分 30 分 25 分

こくほたてやま　9 月号
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■9月1日から 10月10日までに町が行う健康診査などで、個人通知書にかわるものです。

保健
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問い合わせ先
町保健センター☎463-0618
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■「体がだるい？」「咳が治らないの？」それって結核かも…

9 月 24 日㈯から 30 日㈮までの 1 週間は結核予防

週間です。

　結核を過去の病気と思っていたら大間違いです。今

でも 1 日に全国で約 70 人の新しい患者が発生し、

その 1 割が命を落としている重大な感染症です。

　結核は、その症状が風邪に似ていることなどから病

気の発見が遅れ、学校や職場で集団感染を引き起こ

す可能性があります。咳や痰が 2 週間以上続いたら、

早めに医療機関で受診してください。

　また、ご自身の健康管理のために１年に１回胸部レ

ントゲン検診を受けましょう。

 ■「健康づくり川柳」募集中！

　9 月のテーマは「がん予防」です。

　応募方法など、詳しくは広報 8 月号くらしの情報

または、町ホームページをご覧ください。

 ■ヘリカルＣＴ肺がん検診のご案内

　タバコを吸われる方や、ご家族にタバコを吸う方が

いる場合は、健康チェックのために受けましょう。

日時　9 月 12 日㈪　

受付時間　❶13時～13時半　❷14時半～15時【予約制】

場所　町保健センター

対象者　40 歳以上で、昨年度ヘリカル CT 肺がん検

診を受診していない方

自己負担金　8,300 円

※節目検診該当者の方（来年 3 月 31 日までに 50、

55、60、65、70 歳になる方）は 3,300 円です。

項目区分 実施月日 受付時間 対象者 備考

1歳6か月児健診 9月 8日 (木) 13：00 ～13：30 平成22年3月生まれ 内科・歯科健診、フッ素塗布（希望者）、栄養指導、保
健指導、子育て相談(臨床心理士）

3歳児健診 9月 15日 (木) 13：00 ～13：30 平成20年5月生まれ 内科・歯科・耳鼻咽喉科健診、尿検査、栄養指導、保健指導、
必要に応じて視力検査、子育て相談（臨床心理士）

パパママ教室 9月 17日 (土)    9：00 ～ 9：15
平成23年10月～12月に
第一子出産予定の夫婦

ビデオ学習、お産の知識と準備、パパの育児参加につい
て、赤ちゃんの抱き方、沐浴体験など（要予約）

むし歯予防教室 9月 21日 (水) 13：00 ～13：30 平成21年9月生まれ ❶むし歯予防の日常生活❷正しい歯のみがき方
❸フッ素塗布（歯ブラシを持参してください）

４か月児健診 9月 27日 (火) 13：00 ～13：30 平成23年5月生まれ 内科健診、離乳食指導、保健指導

ベビママ相談 10月 5日 (水) 13：00 ～13：30 平成23年3・4月生まれ
母乳相談のある方は要予約 内科健診、栄養指導、保健指導、母乳相談（助産師）

項目区分 実施月日 受付時間 ところ 備考

はつらつ
健康体操

9月 5日 (月)

9：30 ～10：00 町保健センター
○対象者：会員制
○内　容：リズム体操、生命の貯蓄体操
※参加希望の方は町保健センターにご連絡ください。

9月 20日 (火)

10月 3日 (月)

※身体に障害があり訓練が必要な方に、リハビリテーション（生活機能訓練）や自主活動を実施しています。詳しくは、町保健センターへお問い合わ
せください。

 ■ 9 月は「がん征圧月間」です

　今年度のスローガンは「健やかな　未来のために　

がん検診」です。

 ■子宮頸がん HPV 検査モデル事業について

　町では下記日程の検診で、子宮頸がん HPV 検査を

追加します。

　この HPV 検査は子宮頸がんの原因とされる HPV

（ヒトパピローマウイルス）に感染していないかを調

べるための検査です。

従来の子宮がん検診に HPV 検査を併用すること

で、より精度の高い検診を提供することができます。

　HPV は、特別なものではなく、誰もが感染する可

能性があります。20 歳以上の女性の皆さん、ぜひこ

の機会に自分自身の健康管理にお役立てください。

実施日時　

▶ 1 回目 9 月 30 日㈮　受付 8 時半～ 9 時半

▶ 2 回目 10 月 18 日㈫　受付 13 時～ 13 時半

HPV 検査料金 1,500 円

※子宮がん検診自己負担金 500 円が別途かかります。

※子宮がん検診の申し込み時にお知らせください。

 ■特定健康診査、後期高齢者健診はお済ですか？

　特定健診と後期高齢者健診の実施期間は 9 月 30 日㈮

までです。受診していない方は、町内の医療機関また

は指定日帰りドック機関で早めに受診してください。

　なお、昭和 11 年 5 月～昭和 11 年 7 月生まれの

方に、8 月下旬に後期高齢者健診の受診券を送付しま

したので、9 月末日までに受診してください。

 ■ 9 月は健康増進月間です

　『1 に運動　2 に食事　しっかり禁煙　最後にクス

リ～健康寿命をのばしましょう～』。健康的な生活習

慣を確立し、健康の保持・増進を図りましょう。

 ■予防接種の受け忘れはありませんか？

　母子健康手帳の予防接種の記録を確認し、未接種の

ものがあれば早めに接種を受けましょう。

9月の日曜救急医療当番医

4 日 かとうこどもクリニック ☎ 462 － 1113

11 日 金木クリニック ☎ 463 － 0066

18 日 藤木病院 ☎ 463 － 1301

25 日 うめざわ内科クリニック ☎ 463 － 5200

受付：9時～１７時。電話をしてから受診してください。
　　　（緊急以外の受診はご遠慮ください）

※がん検診の個人通知は74歳以下の方に行っていますが、通知のない方でも受診できます。ご希望の方は、町保健センターへお申し込みください。

※検診結果の一部は、受診者だけでなく町にも返送されます。これは健康管理業務での使用
のためであり、他の目的で使用することはありません。

項目区分 実施月日 受付時間 ところ 備考

一般健診
9月14日 (水)

13：00 ～13：45 町保健センター
○対象者：39 歳以下（予約制）自己負担金：500 円
○内　容：診察、検尿、血液検査、血圧測定、栄養・保健
指導10月 6日 (木)

骨粗鬆症検診

9月14日 (水) 13：00 ～14：00

町保健センター
○対象者：70 歳以下の女性　自己負担金：500 円
　　　　　節目該当者は無料　
○内　容：超音波法による骨密度測定および保健指導

9月30日 (金)
　9：30 ～10：30

10月 4日 (火)

胸部レントゲン
（結核・肺がん）

9月 6日 (火) 9：30 ～10：15 千垣公民館 ○対象者：40 ～ 64 歳 ･･･ 肺がん検診
　　　　　65 歳以上 ･･･ 結核検診・肺がん検診
○検診結果は精密検査が必要な方にのみ通知します。受
診後約１カ月が経過しても通知がない場合は、精密検査
の必要はありません。
※病院や職場などで胸部レントゲン撮影を受けた方は町
保健センターへご連絡ください。

9月30日 (金)

8：30 ～10：00 町保健センター

10月 4日 (火)

胃・大腸がん
検診

9月 15日 (木) 8：30 ～ 9：30 千垣公民館
○対象者　胃・大腸・乳房がん検診 ･･･40 歳以上
　　　　　子宮がん検診　　　　　 ･･･20 歳以上
※ 40 歳未満の方でもがん検診を希望される方は集団検
診で受診できます。
○がん検診は定員がありますから、事前のお申し込みが
必要です。町保健センターまでご連絡ください。
○胃、子宮、乳房がん検診はそれぞれ 500 円の自己負
担金がかかります。ただし、節目検診、クーポン検診該
当の方は無料です。
○検診結果は、約１カ月後に県健康増進センターから個
人通知されます。
○大腸がん検診には容器が必要です。検診日の 5 日前ま
でに町保健センターまたは地区の胸部レントゲン会場で
お受け取りください。
○大腸がん検診は無料です。

胃・大腸・子宮・
乳房がん検診

9月 7日 (水)

8：30 ～ 9：30

下段公民館

9月 30日 (金)

町保健センター

10月 4日 (火)

大腸がん検診 9月 12日 (月) 8：30 ～ 9：30 町保健センター

※ 9 月で日曜救急医療当番医制は終了します。
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わ
っ
た
と
き
に
必
要
で
す
。

届
出
を
忘
れ
る
と
、
将
来
受
け

取
る
老
齢
基
礎
年
金
の
額
が
少
な
く

な
っ
た
り
、
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
不
慮
の
事
故
や
病
気
の

際
に
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
届
出
く
だ
さ

い
。

《
第
1
号
被
保
険
者
》

　

自
営
業
者
、
農
林
漁
業
者
、
学
生
、

フ
リ
ー
タ
ー
な
ど
で
、
手
続
き
は
役

場
住
民
環
境
課
国
民
年
金
担
当
窓
口

で
行
い
ま
す
。

《
第
2
号
被
保
険
者
》

　

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し

て
い
る
会
社
員
、
公
務
員
な
ど
で
、

勤
務
先
が
加
入
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

《
第
3
号
被
保
険
者
》

　

第
2
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
配
偶
者
で
、
配
偶
者
の
勤
務
先

を
通
じ
て
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

■
国
民
年
金
の
届
出
を
忘
れ
ず
に

国
民
年
金
は
、
国
内
に
住
所
が

あ
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て

の
方
に
、
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

加
入
種
別
は
、
次
の
3
種
類
が

あ
り
、
届
出
は
加
入
時
や
種
別
が
変

Ｅｖｅｎｔ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

■ 町民カレッジ特別講座受講生募集
題目　『地名の記憶～歴史を眺める手段として～』
日時　9 月 11 日㈰　14 時～15 時半
場所　五百石公民館 2 階大ホール
講師　竹島慎二 氏（富山県民生涯学習カレッジ・前 
雄山高等学校長）
参加費　200 円（受講負担金・保険料を含む）
※町民カレッジ 2011 受講者は無料です！
問役場教育課生涯学習係☎ 462-9982

■ 常願寺川公園イベント
　「第 2 回常願寺川公園ふれあいフェスティバル」を
開催します。
日時　9 月 25 日㈰　10 時～16 時
場所　常願寺川公園（わんぱく広場、馬場など）
内容　乗馬体験、自然観察、ふあふあ天国（ドーム型
エア遊具）、展示コーナーなど
問㈶富山県民福祉公園☎ 0766-56-5556

■「家族介護者の集い」参加者募集
期日　9 月 27 日㈫
時間　9時半（町民会館前発）～15時半（町民会館前着）
場所　立山グリーンパーク吉峰
内容　情報交換、介護・健康相談
対象者　町在住で高齢者を家庭で介護している方
定員　20 名（応募者多数の場合は抽選）
参加費　1,000 円
申し込み方法　はがき、申込書、電話で❶氏名❷住所
❸電話番号❹年齢をお知らせください。
申し込み締切　9 月 15 日㈭
問町社会福祉協議会☎ 463-3356

■ みんなでつくろう！みらいぶレンガ
　（仮称）立山町元気創造館（愛称：みらいぶ）の床
に敷くレンガ（限定 1,000 個）に皆さんの絵やメッ
セージを残しませんか？
日時　▶ 10 月 8 日㈯　14 時～16 時
　　　▶ 10 月 9 日㈰　10 時～12 時、14 時～16 時
場所　町民体育館
参加費　レンガ 1 個につき 500 円
募集期間　9 月 1 日㈭～15 日㈭
問役場企画政策課まちづくり係☎ 462-9980

■ スポレクデー in たてやまの開催
■ 健康フェスタ 2011 も同時開催

期日　10 月 16 日㈰　雨天決行
時間　9 時半～14 時半まで受付（10 時からオープ
ニングセレモニー）
場所　町総合公園
種目　トランポリン、ニュースポーツ体験、エアロビ
クス、太極拳、体力測定コーナーなど
問スポレクデー in たてやま事務局☎ 462-9983

■ 第 21 回立山アルペン健康マラソン
期日　10 月 23 日㈰　雨天決行
時間　受付：8 時～　開会式：9 時～
場所　町総合公園
種目　個人（3km・5km）／リレー（3 人 1 組・計
3015m）
申込方法　申込書に必要事項を記入し、大会事務局（役
場教育課）へ提出ください（申込書は大会事務局と町
ホームページにあります）。
申し込み締切　10 月 7 日㈮
参加費　無料
問立山アルペン健康マラソン大会事務局
☎ 462-9983

■ 常願寺ハイツ 秋の特別教室
　参加希望の方は、電話で申し込みください。
■親子ふれあいプール教室
　体操やプールプログラムなど、親子のスキンシップ
を目的としたプール教室です。
期日　▶水曜日 10 月 5 日、12 日／ 11 月 2 日／
　　　　　　　12 月 21 日
　　　▶金曜日 10 月 21 日／ 11 月 11 日
時間　10 時 15 分～12 時 15 分
対象者　6 ヶ月～3 歳児と保護者　定員　各日 20 組
参加費　1,050 円
※利用料、大人 370 円、小人 110 円が別途必要。
■ジュニア運動塾
　ラダー、ミニハードルを利用した運動や鬼ごっこ、
マット運動、リズム体操などを予定しています。
期日　10 月 3 日、17 日、24 日、31 日／ 11 月 7 日、
14 日、21 日、28 日／ 12 月 19 日（月曜日）
時間　16 時～17 時
対象者　年中～年長　　定員　10 名
参加費　各 9,450 円
※毎回施設利用料 110 円が別途必要。
■ジュニア短期テニススクール
　初心者向けの短期テニススクール。専門の指導員が
基礎から指導します。
期日　10月7日～11月25日の期間中の金曜日に6回実施
時間　16 時半～17 時半
対象者　小 1～小 3　　定員　10 名
参加費　各 8,400 円
■貯筋運動教室
　ストレッチ体操、簡単筋力向上運動、ウォーキング
指導、水中ウォーキングなどをグループで行います。
期日　10 月 3 日、17 日、24 日、31 日／ 11 月 7 日、
14 日、21 日、28 日／ 12 月 19 日（月曜日）
時間　10 時～11 時 15 分
対象者　中高年者　　定員　10 名
参加費　12,600 円※毎回施設利用料 420 円が別
途必要（プール利用時は 370 円）。
問常願寺ハイツ☎ 462-1164

Information

図書館おすすめ ザ 一冊
■九十歳。生きる喜び学ぶ楽しみ【清川妙著】
　英語、旅、古典を友とし
て、ひたすらに、丁寧に、
しかも楽しみながら仕事を
積み重ねてきた著者は、生
きている喜びや幸せを十分
に味わう様々な工夫をして
きました。
　古典評論、映画評論など
の執筆活動のほか、講座や
講演会に多忙な日々の中、80 代の終わりの頃
から現在までに、雑誌や新聞に発表した文章を
集めたエッセイ集です。
■新着図書
◇自分を育てる読書のために【脇明子・小幡章
子著】
◇うちの子、最高！【熊丸みつ子著】
◇ひと皿の朝ごはん【貝谷郁子著】
◇絵本美術館のある旅【MOE 編集部編】
◇広辞苑の中の掘り出し日本語【永江朗著】
◇大震災の記録と文学【志村有弘著】
◇逸見小学校【庄野潤三著】
◇ギャングエイジ【川端裕人著】
◇夏草のフーガ【ほしおさなえ著】
◇栄冠を君に【水原秀策著】
◇おたがいさま【森まゆみ著】
■ 9 月の休館日
5 日・12 日・19 日・20 日・22 日（図書整理日）・
23 日・26 日
■開館時間
▶火～金　9 時半～18 時
▶土・日　9 時半～17 時
 問立山図書館☎ 463-0634

【
20
歳
に
な
っ
た
と
き
】

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入

し
て
い
な
い
方
が
20
歳
に
な
っ
た
と

き
は
、
国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者

に
な
り
ま
す
。
魚
津
年
金
事
務
所
か

ら
書
類
が
届
き
ま
す
の
で
、
役
場
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
会
社
を
退
職
し
た
と
き
】

　

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し

て
い
る
方
が
、
60
歳
に
な
る
前
に
会

社
な
ど
を
退
職
し
た
と
き
は
、
国
民

年
金
第
1
号
被
保
険
者
に
な
り
ま

す
。
離
職
票
や
雇
用
保
険
受
給
資
格

者
証
な
ど
離
職
日
の
確
認
が
で
き
る

書
類
、
年
金
手
帳
、
印
鑑
を
持
参
し

役
場
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
配
偶
者
が
第
3
号
被
保

険
者
で
あ
っ
た
場
合
は
、
第
1
号
被

保
険
者
へ
種
別
変
更
に
な
る
た
め
、

同
様
に
手
続
き
が
必
要
で
す
。

【
第
3
号
被
保
険
者
の
パ
ー
ト
収
入

が
増
え
た
と
き
】

被
扶
養
配
偶
者
で
な
く
な
っ
た

と
き
は
、
第
3
号
被
保
険
者
か
ら
第

1
号
被
保
険
者
に
種
別
変
更
の
届
出

が
必
要
で
す
。
被
扶
養
者
の
認
定
抹

消
日
が
確
認
で
き
る
書
類
、
年
金
手

帳
、
印
鑑
を
持
参
し
て
役
場
で
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

※
第
3
号
被
保
険
者
が
離
婚
し
た
と

き
に
も
、
第
1
号
被
保
険
者
に
な
る

た
め
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

平
成
23
年
4
月
か
ら
平
成
24
年

3
月
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、

月
額
１
５
，
０
２
０
円
で
す
。
国
民

年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済

的
に
困
難
な
と
き
に
は
、
保
険
料
の

納
付
が
免
除
・
猶
予
さ
れ
る
免
除
制

度
や
学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま

す
。詳

し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
魚
津
年
金
事
務
所

☎
０
７
６
５
・
２
４
・
１
４
９
４　
　

問
役
場
住
民
環
境
課
住
民
係

☎
４
６
２
・
９
９
６
２

■
税
務
課
延
長
窓
口
の
ご
案
内

　

勤
務
な
ど
で
忙
し
い
方
の
た
め

に
、
毎
週
月
曜
日
（
閉
庁
日
除
く
）

は
税
務
課
窓
口
を
18
時
半
ま
で
延
長

し
て
い
ま
す
。

【
対
象
業
務
】
町
税
等
の
収
納
、
町

税
に
関
す
る
証
明
書
交
付

【
9
月
開
設
日
】
5
日
、
12
日
、
26
日

問
役
場
税
務
課
収
納
管
理
係

☎
４
６
２
・
９
９
５
１

■
9
月
の
納
税
等

▼
国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
・

3
期
）

▼
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普
通

徴
収
・
3
期
）

納
期
限　

9
月
30
日
㈮　

※
納
期
内
に
納
め
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
役
場
税
務
課
収
納
管
理
係

☎
４
６
２
・
９
９
５
１

年
金
だ
よ
り

介護保険アレコレ
■生活機能評価（介護予防健診）とは
　65 歳以上の高齢者（要支援・要介護認定を
受けている方を除く）を対象として、身体の衰
弱や低栄養といった加齢に伴う生活機能の低下
をいち早く発見するための健診です。国民健康
保険などで実施される健康診査の際にあわせて
受診してください。
生活機能評価の流れ
❶基本チェックリストの内容を含めた問診や診
察などの「生活機能チェック」を受けます。
❷生活機能チェックの結果、生活機能の低下が
見られる方は「生活機能検査」（血液検査、心
電図検査など）を受けます。
❸医師の判断などにより生活機能の向上が必要
と判断された方は、町で実施する介護予防教室
への参加をお勧めします。
※詳しくは、町地域包括支援センター（☎
462-9088）までご連絡ください。
■ 9 月の保険料（65 歳以上の方）
▶特別徴収／ありません
▶普通徴収／第 3 期（9 月 30 日㈮納期限）
※口座振替の方は残高などをご確認ください。
問中新川広域行政事務組合介護保険課
　（舟橋村国重 242）☎ 464-1316

み
ん
な
の
税
か
わ
ら
ば
ん

期
日　

9
月
13
日
㈫
、
10
月
12
日
㈬

受
付
時
間　

10
時
～
12
時

　
　
　
　
　

13
時
～
14
時
半

場
所　

町
民
会
館

※
年
金
手
帳
・
年
金
証
書
・
印
鑑
・

預
金
通
帳
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

※
ご
家
族
な
ど
の
代
理
の
方
の
場

合
は
、相
談
依
頼
状
が
必
要
で
す
。

●
年
金
相
談
の
日
程
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多
発
し
て
い
ま
す
。

　

対
向
車
や
先
行
車
が
い
な
い
と
き

は
、
ラ
イ
ト
を
上
向
き
に
し
て
横
断

者
を
早
く
発
見
し
、
特
に
右
か
ら
の

横
断
者
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

問
上
市
警
察
署

☎
４
７
２・０
１
１
０

生
活
・
就
労
相
談
員
の
巡
回
相
談

内
容　

求
人
、
職
業
相
談
・
住
居
確

保
・
生
活
資
金
融
資
・
職
業
訓
練
な

ど
の
相
談

期
日　

9
月
13
日
㈫

時
間　

13
時
半
～
16
時
半

場
所　

役
場
1
階
住
民
環
境
課
隣
接

の
相
談
窓
口

対
象　

生
活
相
談
等
を
必
要
と
す
る

求
職
者

相
談
員　

富
山
県
非
正
規
労
働
者
等

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
生
活
・
就
労
相

談
員

問
役
場
商
工
観
光
課
商
工
労
働
係

☎
４
６
２
・
９
９
７
０

う
つ
病
に
つ
い
て
学
ぶ
講
座

　

う
つ
病
の
基
本
的
知
識
や
対
応
方

法
を
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
！

▼
期
日　

9
月
15
日
㈭

講
義　
「
心
の
病
気
に
つ
い
て
知
り
ま

し
ょ
う
～
う
つ
病
と
新
型
う
つ
病
～
」

講
師　

さ
く
ら
ま
ち
ハ
ー
ト
ケ
ア
ク

リ
ニ
ッ
ク
院
長 

荒
井
秀
樹 

氏

▼
期
日　

10
月
6
日
㈭

講
義
「
う
つ
病
の
方
へ
の
接
し
方
」

講
師　

臨
床
心
理
士 

竹
村
祥
恵 

氏

時
間　

14
時
～
16
時

場
所　

県
中
部
厚
生
セ
ン
タ
ー

問
県
中
部
厚
生
セ
ン
タ
ー
☎
４
７
２・１
２
３
４

9
月
10
日
は
世
界
自
殺
予
防
デ
ー

自
殺
予
防
や
う
つ
病
な
ど
に
関

す
る
知
識
の
啓
発
、
心
の
健
康
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
自
殺
予
防
街
頭
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

日
時　

9
月
10
日
㈯　

9
時
半
～

場
所　

大
阪
屋
シ
ョ
ッ
プ
立
山
店

☎
４
２
８
・
１
５
１
１

問
役
場
健
康
福
祉
課
障
害
福
祉
係

☎
４
６
２
・
９
９
５
７

9
月
の
子
育
て
支
援

　

時
間
や
イ
ベ
ン
ト
内
容
な
ど
、
詳

し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

《
西
部
児
童
館
》

期
日　

月
曜
日
、
水
～
日
曜
日

※
火
曜
日
・
祝
日
は
休
館
で
す
。

問
西
部
児
童
館

☎
４
６
３
・
０
６
２
２

《
高
原
保
育
園
》

期
日　

6
日
㈫
、
17
日
㈯
、
20
日
㈫
、

27
日
㈫

問
高
原
保
育
園

☎
４
６
３
・
１
４
３
０

《
み
ど
り
の
森
保
育
園
》

期
日　

10
日
㈯
、
15
日
㈭
、
29
日
㈭

問
み
ど
り
の
森
保
育
園

☎
４
６
２
・
２
２
４
８

《
あ
お
ぞ
ら
保
育
園
》

期
日　

7
日
㈬
、
14
日
㈬
、
21
日
㈬
、

28
日
㈬

問
あ
お
ぞ
ら
保
育
園

☎
４
６
３
・
０
０
６
１

《
む
つ
み
保
育
園
》

期
日　

10
日
㈯
、
13
日
㈫
、
16
㈮

問
む
つ
み
保
育
園

☎
４
６
２
・
１
５
７
０

《
日
中
上
野
保
育
所
》

期
日　

6
日
㈫

問
日
中
上
野
保
育
所

☎
４
６
２
・
２
３
８
７

こ
こ
ろ
と
暮
ら
し
、い
の
ち
の
相
談
会

（
自
殺
予
防
の
た
め
の
包
括
支
援
相
談
会
）

　
専
門
の
相
談
員
に
よ
る
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

期
日　

9
月
10
日
㈯　

時
間　

13
時
半
～
16
時
半
（
16
時
受

付
終
了
）

場
所　

滑
川
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

相
談
内
容　

心
の
健
康
、
多
重
債
務
、

労
働
問
題
、
高
齢
者
の
介
護
や
福
祉
、

生
活
保
護
、
大
切
な
方
を
亡
く
し
た
な

ど（
家
族
や
友
人
な
ど
周
囲
の
方
も
可
）

そ
の
他　

事
前
予
約
不
要
、
相
談
無

料
、
秘
密
厳
守

問
県
厚
生
部
健
康
課

☎
４
４
４
・
３
２
２
３

9
月
10
日
は
「
下
水
道
の
日
」
で
す

　

次
の
日
程
で
Ｐ
Ｒ
用
品
を
配
布
し
、

下
水
道
相
談
を
受
付
け
ま
す
。

日
時　

9
月
9
日
㈮　

16
時
～
18
時

場
所　

ナ
ビ
オ
立
山
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー

問
役
場
水
道
課
水
道
施
設
係　

☎
４
６
２
・
９
９
５
９

自
衛
官
を
募
集

募
集
種
目　

❶
陸
・
海
・
空
自
衛
官
候
補
生（
男
子
）

❷
陸
・
海
・
空
自
衛
官
候
補
生（
女
子
）

❸
一
般
曹
候
補
生

❹
航
空
学
生

❺
防
衛
大
学
校
学
生

❻
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

❼
看
護
学
生

応
募
資
格　

❶
❷
❸
18
歳
以
上
27
歳

未
満
／
❹
❺
❻
高
卒（
見
込
含
）21
歳

未
満
の
者
／
❼
高
卒（
見
込
含
）24
歳

未
満
の
者

受
付
期
間　

❶
年
間
を
通
じ
て
受
付

／
❷
❸
❹
9
月
9
日
㈮
ま
で
／
❺
❻

❼
9
月
5
日
㈪
～
9
月
30
日
㈮

問
自
衛
隊
魚
津
地
域
事
務
所

☎
０
７
６
５
・
２
４
・
１
０
３
６

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

町
総
合
公
園
で
は
「
ド
ー
ム
で

フ
リ
マ
！
」
の
出
店
者
、
飲
食
ブ
ー

ス
出
店
者
募
集
し
ま
す
。

場
所　
町
総
合
公
園
屋
内
ド
ー
ム
周
辺

日
時　

10
月
15
日
㈯ 

10
時
～
15
時  

　

屋
内
ド
ー
ム
で
行
う
た
め
雨
天
時

も
開
催
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
町
総
合
公
園
管
理
事
務
所

☎
４
６
４
・
１
６
０
１

立
山
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
臨
時
休
業

　

施
設
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
次
の

日
程
で
臨
時
休
業
し
ま
す
。

▼
よ
し
み
ね
ハ
イ
ツ
、
ゆ
～
ラ
ン
ド

休
業
期
間　

9
月
12
日
㈪
～
14
㈬
の

3
日
間

▼
よ
し
み
ね
交
流
館
、
陶
農
館

休
業
期
間　

9
月
12
日
㈪
、
13
日
㈫

の
2
日
間

※
フ
ロ
ン
ト
受
付
業
務
と
ア
ウ
ト
ド

ア
施
設
の
営
業
は
通
常
ど
お
り
行
っ

て
い
ま
す
。

問
㈶
立
山
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

☎
４
８
３
・
２
８
２
８

障
害
者
合
同
就
職
面
接
会

　

障
害
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
に
、

障
害
者
合
同
就
職
面
接
会
を
開
催
し

ま
す
。
お
仕
事
を
お
探
し
の
方
は
ぜ

ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

9
月
27
日
㈫　

13
時
～
16
時

場
所　

と
や
ま
自
遊
館

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
滑
川

☎
４
７
５
・
０
３
２
４

■
心
の
健
康
相
談
機
関
（
随
時
）

受
付
時
間　

平
日
8
時
半
～
17
時

▼
役
場
健
康
福
祉
課
障
害
福
祉
係

☎
４
６
２
・
９
９
５
７

▼
町
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
３
・
０
６
１
８

▼
県
中
部
厚
生
セ
ン
タ
ー

☎
４
７
２
・
１
２
３
４

▼
県
心
の
健
康
セ
ン
タ
ー

くら
し
の

　 
情
報

●消費生活相談

期日　毎週月、水、金曜日

時間　9 時～16 時

場所　消費生活相談所

（役場 1 階、住民環境課横）

問消費生活相談所

☎ 462-9915

●町老人福祉センター相談日程

■在宅介護相談

期日　毎週月～金曜日

　　　（休館日除く）

時間　10 時～16 時

相談員　介護支援専門員、ホー

　　　　ムヘルパー

■心配ごと相談

期日　毎週木曜日（休館日除く）

時間　13 時半～15 時半

相談員　民生児童委員

■無料法律相談【予約制】

期日　9月1日㈭、10月6日㈭

時間　13 時半～15 時半

相談員　弁護士

■行政相談

期日　9 月 8 日㈭

時間　13 時～16 時

相談員　行政相談員

■人権相談

期日　10 月 19 日㈬

時間　13 時～16 時

相談員　人権擁護委員

問町老人福祉センター

☎ 463-5856

▼
6
日
㈫　

10
時
～

　

本
会
議
（
提
案
理
由
の
説
明
）

▼
13
日
㈫　

10
時
～

　

本
会
議
（
一
般
質
問
・
質
疑
、　

　

議
案
等
の
委
員
会
付
託
）

▼
14
日
㈬　

9
時
～

　

総
務
教
育
常
任
委
員
会

▼
15
日
㈭　

9
時
～

　

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

▼
21
日
㈬　

13
時
半
～

　

本
会
議
（
委
員
長
報
告
、
討
論
、

　

採
決
）

問
役
場
議
会
事
務
局

☎
４
６
２・９
９
８
４

9
月
町
議
会
定
例
会
日
程

国際砂防フォーラム 2011
　立山カルデラで1世紀にわたり実施さ
れてきた砂防事業の文化的価値につい
て、国内外の有識者を招きフォーラムを
開催します。参加は無料です。
期日　10月 5日㈬
時間　13 時半～16 時 45分（予定）
場所　インテックビル 3階
　　　スカイホール
問県土木部砂防課☎ 444-3342 白岩砂防えん堤

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

臨
時
職
員
募
集

業
務
内
容　

高
齢
者
宅
訪
問
・
ケ
ア

プ
ラ
ン
作
成

募
集
人
員　

1
名

応
募
資
格　

介
護
支
援
専
門
員
の
資

格
を
有
す
る
方

勤
務
時
間　

8
時
半
か
ら
17
時
15
分

問
役
場
健
康
福
祉
課
介
護
予
防
係

☎
４
６
２
・
９
９
５
８

臨
時
職
員
を
募
集

募
集
内
容

▼
埋
蔵
文
化
財
等
整
理
作
業
員
1
名

／
町
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

▼
保
育
業
務
補
助
員
3
名
／
町
立
保

育
所
で
の
保
育
業
務
の
補
助

▼
事
務
補
助
員
1
名
／
図
書
館
・
交

流
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
普
及
広
報
事
業

▼
図
書
館
移
転
整
理
業
務
事
業
事
務

員
2
名
／
図
書
館
蔵
書
の
点
検
・
整

理
・
移
動

応
募
資
格　
応
募
時
に
失
業
し
て
い
る
方

応
募
方
法　

役
場
商
工
観
光
課
に
あ

る
提
出
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
9
月
9
日
㈮
ま
で
に
提
出

任
期　
10
月
3
日
～
平
成
24
年
3
月
30
日

問
役
場
商
工
観
光
課
商
工
労
働
係

☎
４
６
２
・
９
９
７
０

障
害
者
福
祉
金
の
振
込
に
つ
い
て

　

障
害
者
福
祉
金
（
上
半
期
）
の
振

込
み
日
は
9
月
30
日
㈮
で
す
。

問
役
場
健
康
福
祉
課
障
害
福
祉
係

☎
４
６
２
・
９
９
５
７

「
上
向
き
ラ
イ
ト
」で
安
全
運
転

　

秋
か
ら
年
末
の
夜
間
、
歩
行
者
や

自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
方
が
犠
牲
に

な
る
交
通
事
故
が
多
発
し
ま
す
。

❶
ド
ラ
イ
バ
ー
が
ラ
イ
ト
を
下
向
き

に
し
て
走
行
し
て
い
た
❷
被
害
者

は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
見
て
右
か
ら

左
へ
横
断
し
て
い
た
場
合
、
事
故
が

　今月から省エネのちょっとしたアイデアや環境に関
するミニ知識をシリーズでご紹介します。

■今月は、「冷蔵庫」の省エネ法です。
❶扉の開閉時間を短くする
❷物を詰め込みすぎない
❸熱い物は冷めてから入れる
❹上に物を置かない
　また、水を入れた 2 ℓペットボトルや大型の保冷
剤を冷凍庫で凍らせ、冷蔵庫の一番上の段に 2 ～ 3
本（個）入れておけば、夏でも「弱」の設定で充分に
冷蔵庫を活用できます。もちろん、解凍したら次の物
と入れ替えてください。
　このほか、庫内の「ビニール・カーテン」はよく知
られた方法で、荷物の梱包用のプチプチを透明ガムテ
ープなどで貼り合わせれば、立派に役立ちます。
　ただし、ドアポケットの飲み物が冷えにくくなると
いった短所もあることを考慮して利用してください。

環境に優しい暮らしのガイド vol.1

問住民環境課環境ｾﾝﾀｰ業務係☎ 462-9963
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〒
930－

0292富
山
県
中
新
川
郡
立
山
町
前
沢
2440

番
地

☎
0
7
6
－
4
6
3
－
1
1
2
1
　
ＦＡＸ
0
7
6
－
4
6
3
－
1
2
5
4

編
集
と
発
行
／
富
山
県
中
新
川
郡
立
山
町

広
報
た
て
や
ま
　
平
成
23
年
9
月
号
　
通
巻
693

号
（
毎
月
1
回
1
日
発
行
）　
昭
和
29
年
1
月
10
日
第
1
号
発
行

善
意
銀
行
～
7
月
受
付
分
～

●
坂
田
勲　

様　

10
万
円

●
石
原
正
之　

様　

10
万
円

●
匿
名　

様　

７
６
５
円

 

ふ
る
さ
と
納
税

【
7
月
受
付
分
】

●
匿
名　

様
1
件　

1
万
円

【
8
月
受
付
分
】

●
匿
名　

様
2
件　

2
万
円

そ
う
い
え
ば
・・・

　
7
月
30
日
と
8
月
21
日
、「
立

山
ま
つ
り
」
と
「
た
て
や
ま
ド
ン

ド
ン
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
立
山
舟
橋
商
工
会
青
年
部
が
中

心
に
な
っ
て
開
催
さ
れ
た
こ
の
2

つ
の
イ
ベ
ン
ト
。「
段
取
り
八
分

(

仕
上
げ
は
二
分
）」
と
よ
く
言
わ

れ
ま
す
が
、
当
日
ま
で
の
事
前
準

備
は
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
ど
ち
ら
の
イ
ベ
ン
ト
も
活
気
が

あ
り
に
ぎ
や
か
で
、
笑
顔
に
溢
れ

て
い
ま
し
た
。
広
報
で
は
全
て
の

写
真
を
紹
介
し
き
れ
ま
せ
ん
が
よ

い
写
真
が
た
く
さ
ん
撮
れ
ま
し

た
。（
モ
ト
キ
）

 

環
境
保
全
基
金

●
生
ご
み
堆
肥
化
協
力
金

　
　
　
　
　
　
　

９
，
６
０
０
円

8 月 1 日現在の人口

人口 27,584 人 （－ 159）

男性 13,225 人 （－ 78）

女性 14,359 人 （－ 81）

世帯数   9,033 世帯 （＋ 38）

（　）内は前年同月増減

1～7 月の町犯罪発生状況

件数 75 件 （前年比＋28件）

7 月の人の動き

出生 10 人 転入 34 人

死亡 20 人 転出 41 人
TOYAMA

TATEYAMA

町の
　　動き

16

　
む
か
ー
し
む
か
し
、
越
中
の
国
の
あ
る
と
こ
ろ
に
、
か
ら

だ
じ
ゅ
う
に
、
い
ぼ
な
で
き
て
、
た
い
そ
う
困
っ
て
い
る
男

の
人
が
、
お
っ
た
ん
だ
と
い
ね
。
ど
こ
の
医
者
は
ん
に
、
見

て
も
ろ
う
て
も
、
な
ー
ん
い
ぼ
な
と
れ
な
ん
だ
と
。
な
ん
と

か
し
て
、い
ぼ
な
と
れ
ん
も
ん
か
と
、毎
日
毎
日
、頭
い
た
ー

し
と
っ
た
と
。

　
あ
る
日
、「
立
山
に
登
り
ゃ
、
必
ず
い
ぼ
な
、
と
れ
る
が

だ
と
。」
と
い
う
う
わ
さ
を
、
耳
に
し
た
と
い
ね
。
男
は
、

た
い
そ
う
喜
ん
で
、さ
っ
そ
く
出
か
け
た
ん
だ
と
。
そ
し
て
、

芦
峅
の
布
橋
へ
き
た
ら
、
橋
の
近
く
に
、
六
体
の
地
蔵
は
ん

な
、
立
っ
て
お
ら
れ
た
と
い
ね
。
男
の
人
な
、
お
ぼ
れ
る
も

の
、
わ
ら
を
も
つ
か
む
気
持
ち
で
、
ひ
と
り
で
に
、
地
蔵
は

ん
に
、
手
あ
わ
せ
と
っ
た
い
ね
。「
お
ら
の
体
中
の
い
ぼ
を
、

と
っ
て
く
た
は
れ
。
お
ね
が
い
も
う
し
ま
す
。」
と
、
何
べ

ん
も
何
べ
ん
も
祈
っ
と
っ
た
ら
、
ど
こ
か
ら
か
、「
目
の
前

に
わ
き
で
て
い
る
水
を
、
体
中
の
い
ぼ
に
、
つ
け
な
さ
い
。

そ
し
て
、
後
を
ふ
り
む
か
ず
に
、
帰
り
な
さ
い
。
必
ず
、
い

ぼ
は
、き
れ
い
に
と
れ
る
で
し
ょ
う
。」
と
、お
告
げ
が
あ
っ

た
ん
だ
と
。
男
は
、
ほ
ん
と
か
、
う
そ
か
、
わ
か
ら
ん
も
ん

で
、
し
ば
ら
く
、
ぼ
ー
っ
と
し
と
っ
た
が
だ
と
。

　
男
の
人
な
、
地
蔵
は
ん
の
言
わ
れ
た
と
お
り
に
し
て
み
た

と
い
ね
。
体
中
の
い
ぼ
に
、
そ
の
水
を
つ
け
、
後
ろ
も
み
ん

と
、
う
ち
に
帰
っ
た
と
。
そ
し
た
ら
、
不
思
議
だ
ろ
う
が
い

ね
。
あ
ん
な
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
い
ぼ
な
と
れ
て
、
す
べ
す
べ

の
体
に
な
っ
た
と
い
ね
。

第
2
回
　
芦
峅
寺

「
い
ぼ
と
り
地じ

ぞ
う蔵

さ
ま
」

　立山町で昔から

語り伝えられてき

た民話の一部を毎

月写真と一緒に

10回シリーズで

紹介します。

「むかしむかしのおはなしー立山町民話集ー」より

芦峅寺地内、布橋付近にある「いぼとり地蔵」

立山
民話
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